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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の空間内の空気を吸い出し前記空間を負圧にする排気部と、
　前記排気部が吸い出した空気を貯留する第１の貯留部と、
　前記第１の貯留部に出し入れする空気の流量を調整する第１の調整部と、
　前記排気部から前記第１の貯留部への空気の流入が制限されているときに前記排気部が
吸い出した空気を貯留する第２の貯留部と、
　前記第２の貯留部に出し入れする空気の流量を調整する第２の調整部と、
　前記排気部から空気の流入が制限されている前記第１の貯留部および前記第２の貯留部
の温度を管理する冷暖房装置と、
　を有することを特徴とする空調装置。
【請求項２】
　前記排気部が吸い出した空気に次亜塩素酸を噴霧する噴霧装置をさらに備える請求項１
に記載の空調装置。
【請求項３】
　コンピュータが、
　所定の空間内の空気を吸い出させて前記空間を負圧にし、
　吸い出した空気を第１の貯留部にて貯留させ、
　前記第１の貯留部に出し入れする空気の流量を調整し、排気部から前記第１の貯留部へ
の空気の流入を制限しているときに前記空間内から吸い出した空気を第２の貯留部にて貯
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留させ、
　前記第２の貯留部に出し入れする空気の流量を調整し、前記排気部から前記第２の貯留
部への空気の流入を制限しているときに前記空間内から吸い出した空気を前記第１の貯留
部にて貯留させ、
　前記排気部から空気の流入が制限されている前記第１の貯留部および前記第２の貯留部
の温度を管理する、
　ことを特徴とする空調管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空調装置および空調管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　居住スペースに空調を施す装置が知られている。例えば、室内の快適性を検出し得る快
適性検知判定手段と、該室内の人員数を検出し得る人員数判定手段を有し、快適性検知判
定手段により検出される快適性に対応した調整空気を室内に循環自在な空調機構を設け、
空調機構は人員数判定手段により検出される室内の人員数に対応した形で、該室内に調整
空気を循環又は遮断するようにして設け、空調機構により該室内に循環される調整空気の
吹き出し口を、該室内の床部に開口する形で設けて構成した、空調設備構造が知られてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－２２１６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　目下世界中に蔓延しているコロナウイルスによる感染を防ぐために、世界のどの国も三
密（密閉・密集・密接）を避けるよう指導している。
【０００５】
　事務的作業であろうと、サービス作業であろうと、生産作業であろうと、その作業が屋
内施設（以下「室内」と言う）で行われている限り、その活動から三密状態を回避するこ
とは困難である。
【０００６】
　特に今までの空調機器類は、概ね冷暖気の吹き出し口が天井又はその近くにあり、冷暖
気が室内に流れ始めると室内は加圧状態になり、室外より気圧は高くなる。このため、室
内にいる人間の呼吸から飛沫するウイルス・細菌（以下「病原体」と言う）は、冷暖気流
に乗り攪拌され、室内の隅々に飛散してしまうからである。
【０００７】
　三密状態を回避するには、窓や扉を開放して空気の流れを作り病原体を室外に排出する
ことが手っ取り早い方法であるが、真夏や真冬ではその方法では室内の温度を快適な状態
に保つことは困難である。
　１つの側面では、本発明は、病原体を室外に排出しつつ、空調管理をすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、開示の空調装置が提供される。この空調装置は、所定の空
間内の空気を吸い出し空間を負圧にする排気部と、排気部が吸い出した空気を貯留する第
１の貯留部と、第１の貯留部に出し入れする空気の流量を調整する第１の調整部と、排気
部から第１の貯留部への空気の流入が制限されているときに排気部が吸い出した空気を貯
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留する第２の貯留部と、第２の貯留部に出し入れする空気の流量を調整する第２の調整部
と、排気部から空気の流入が制限されている第１の貯留部および第２の貯留部の温度を管
理する冷暖房装置と、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　１態様では、病原体を室外に排出しつつ、空調管理をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態の空調装置を示す図である。
【図２】実施の形態の空調制御部のハードウェア構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、実施の形態の空調装置を、図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　以下の図面等において示す各構成の位置、大きさ、形状、範囲などは、発明の理解を容
易にするため、実際の位置、大きさ、形状、範囲などを表していない場合がある。このた
め、本発明は、必ずしも、図面等に開示された位置、大きさ、形状、範囲等に限定されな
い。
　実施の形態において単数形で表される要素は、文面で明らかに示されている場合を除き
、複数形を含むものとする。
　＜実施の形態＞
　図１は、実施の形態の空調装置を示す図である。
【００１３】
　実施の形態の空調装置１は、室内（所定の空間）５０の空調を制御する。室内５０には
、天井温度センサ５１と床面温度センサ５２と天井近接壁吹出口５３ａ、５３ｂと床面近
接壁吹出口５４ａ、５４ｂとが設けられている。
　天井温度センサ５１は、室内５０の天井付近の温度を検出する。床面温度センサ５２は
、室内５０の床面付近の温度を検出する。
　天井近接壁吹出口５３ａ、５３ｂは室内５０の天井付近に設けられ、空調装置１から排
出される冷気が吹き出す吹出口である。
【００１４】
　床面近接壁吹出口５４ａ、５４ｂは室内５０の床面付近に設けられ、空調装置１から排
出される暖気が吹き出す吹出口である。なお、天井近接壁吹出口５３ａ、５３ｂの数およ
び床面近接壁吹出口５４ａ、５４ｂの数は図示のものに限定されない。
　室内５０には、グリル（空気の吸い込み口に使用される格子状の金属板）５５が設けら
れている。
【００１５】
　空調装置１は、空調制御部１０と冷暖房装置１１と排気ポンプ（排気部）１２と冷暖気
タンク（第１の貯留部）１３と、冷暖気タンク（第２の貯留部）１４と排気装置１５、１
６と、次亜塩素酸噴霧装置１７とを有している。空調制御部１０は、例えば人工知能空調
コントローラー（ＡＩ）である。空調制御部１０は、空調装置１全体（冷暖房装置１１、
排気ポンプ１２、排気装置１５、１６および各種センサ等）を制御する。
　図２は、実施の形態の空調制御部のハードウェア構成を示す図である。
　空調制御部１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１によって装置全体が制
御されている。
　ＣＰＵ１０１には、バス１０７を介してＲＡＭ（Random Access Memory）１０２と複数
の周辺機器が接続されている。
【００１６】
　ＲＡＭ１０２は、空調制御部１０の主記憶装置として使用される。ＲＡＭ１０２には、
ＣＰＵ１０１に実行させるＯＳ（Operating System）のプログラムやアプリケーションプ
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ログラムの少なくとも一部が一時的に格納される。また、ＲＡＭ１０２には、ＣＰＵ１０
１による処理に使用する各種データが格納される。
　バス１０７には、内蔵メモリ１０３、グラフィック処理装置１０４、入力インタフェー
ス１０５、および通信インタフェース１０６が接続されている。
【００１７】
　内蔵メモリ１０３は、データの書き込みおよび読み出しを行う。内蔵メモリ１０３は、
空調制御部１０の二次記憶装置として使用される。内蔵メモリ１０３には、ＯＳのプログ
ラム、アプリケーションプログラム、および各種データが格納される。なお、内蔵メモリ
としては、例えばフラッシュメモリ等の半導体記憶装置が挙げられる。
【００１８】
　グラフィック処理装置１０４には、ディスプレイ１０４ａが接続されている。グラフィ
ック処理装置１０４は、ＣＰＵ１０１からの命令に従って、画像をディスプレイ１０４ａ
の画面に表示させる。ディスプレイ１０４ａとしては、液晶表示装置等が挙げられる。ま
た、ディスプレイ１０４ａは、タッチパネル機能も備えている。
【００１９】
　入力インタフェース１０５は、ディスプレイ１０４ａおよび入力ボタン１０５ａに接続
されている。入力インタフェース１０５は、入力ボタン１０５ａやディスプレイ１０４ａ
のタッチパネルから送られてくる信号をＣＰＵ１０１に送信する。
【００２０】
　通信インタフェース１０６は、ネットワーク５０に接続されている。通信インタフェー
ス１０６は、ネットワーク５０を介して、他のコンピュータまたは通信機器との間でデー
タを送受信する。また、通信インタフェース１０６は無線通信または有線通信の一方また
は両方により、空調装置１が有する各種センサの情報を入手することができる。
　以上のようなハードウェア構成によって、本実施の形態の処理機能を実現することがで
きる。再び図１に戻って説明する。
【００２１】
　排気ポンプ１２は、排気ダクト２１および室内５０に設けられたグリル５５を介して室
内５０の空気を吸い上げ室内５０を負圧にする。排気ポンプ１２は、吸い上げた空気の量
を計量する計量計を有している。また、排気ポンプ１２には、バルブ１２ａ、１２ｂが設
けられている。バルブ１２ａ、１２ｂとしては、例えば、エアーチャックバルブが挙げら
れる。本明細書中に現れる他のバルブも同様である。
【００２２】
　排気ポンプ１２は、吸い上げた空気を加圧してダクト２２を介して冷暖気タンク１３、
１４に排出する。ダクト２２の排気ポンプ１２と冷暖気タンク１３との間には、バルブ１
３ａが設けられている。ダクト２２の排気ポンプ１２と冷暖気タンク１４との間には、バ
ルブ１４ａが設けられている。
　冷暖気タンク１３、１４は、排気ポンプ１２から排出された圧縮された空気（圧縮空気
）を貯留する。
　冷暖気タンク１３、１４の大きさと耐圧気圧の関係の一例を示すと、以下の通りである
。
【００２３】
　室内５０の床面積を、３３ｍ３（約１０畳）として、天井高を２．５ｍとすると、室内
５０の体積は８２．５ｍ３となる。１気圧は約０．１Ｍｐａなので、冷暖気タンク１３の
大きさを半径０．５ｍとすると、冷暖気タンク１３の体積は約０．５３２ｍ３となる。８
２．５ｍ３／０．５３２ｍ３≒１５．５Ｍｐａとなる。例えば水素自動車に用いられてい
る７０Ｍｐａのタンクを利用すれば、約１５０ｍ３（約４５畳）の室内を直径１ｍのタン
クで冷暖房することができる。
【００２４】
　冷暖房装置１１は、空調制御部１０の指示に応じてダクト２３、２４を介して冷暖気タ
ンク１３、１４に冷気または暖気を送る。冷暖房装置１１と冷暖気タンク１３との間には
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、バルブ１１ａが設けられている。冷暖房装置１１と冷暖気タンク１４との間には、バル
ブ１１ｂが設けられている。
【００２５】
　排気装置１５は、ダクト２５を介して冷暖気タンク１３から送られてくる冷気を、冷気
ダクト２６を介して天井近接壁吹出口５３ａ、５３ｂから排出する。排気装置１５と冷気
ダクト２６との間には、バルブ１５ａが設けられている。また、排気装置１５は、ダクト
２５を介して冷暖気タンク１３から送られてくる暖気を、暖気ダクト２７を介して床面近
接壁吹出口５４ａ、５４ｂから排出する。排気装置１５と暖気ダクト２７との間には、バ
ルブ１５ｂが設けられている。
【００２６】
　排気装置１６は、ダクト２８を介して冷暖気タンク１４から送られてくる冷気を、冷気
ダクト２６を介して天井近接壁吹出口５３ａ、５３ｂから排出する。排気装置１６と冷気
ダクト２６との間には、バルブ１６ａが設けられている。また、排気装置１６は、ダクト
２８を介して冷暖気タンク１４から送られてくる暖気を、暖気ダクト２７を介して床面近
接壁吹出口５４ａ、５４ｂから排出する。排気装置１６と暖気ダクト２７との間には、バ
ルブ１６ｂが設けられている。
【００２７】
　次亜塩素酸噴霧装置１７は、ダクト２２に次亜塩素酸を噴霧する。なお、次亜塩素酸噴
霧装置１７は、空気中のウイルスを消毒、殺菌する装置の一例である。噴霧する消毒殺菌
剤は、次亜塩素酸に限定されない。次亜塩素酸噴霧装置１７とダクト２２との間には、バ
ルブ１７ａが設けられている。また、冷暖気タンク１３の前段にはフィルタ１８ａが配置
されている。また、冷暖気タンク１４の前段にはフィルタ１８ｂが配置されている。フィ
ルタ１８ａ、１８ｂは、ダクト２２内に残留する次亜塩素酸水分子と分解時に発生する塩
素の臭気の両方を吸着させる。
【００２８】
　なお、バルブ１３ａ、１５ａ、１５ｂは、冷暖気タンク１３に出し入れする空気の流量
を調整する第１の調整部の一例である。バルブ１４ａ、１６ａ、１６ｂは、冷暖気タンク
１４に出し入れする空気の流量を調整する第２の調整部の一例である。
【００２９】
　次に、空調装置の動作（処理）を説明する。以下の説明は、まず図１の左半分の稼働状
態を、順を追って説明する。また、以下の説明では説明の便宜上、ステップ番号を付す。
【００３０】
　＜ステップＳ０＞　空調装置１の始動時のバルブ１２ａ、バルブ１３ａ、バルブ１７ａ
は開放状態である。その他のバルブ（バルブ１１ａ、１１ｂ、１２ｂ、１４ａ、１５ａ、
１５ｂ、１６ａ、１６ｂ）は全て閉鎖状態である。
【００３１】
　＜ステップＳ１＞　空調制御部１０は、排気ポンプ１２を稼働する。室内５０の空気は
、排気ポンプ１２により天井近傍に配置されたグリル５５から排気ダクト２１を介して吸
い上げられる。
【００３２】
　このとき空調制御部１０は、天井温度センサ５１と床面温度センサ５２が検出した温度
に基づき、冷暖房装置１１を稼働するか否かを判断する。例えば、天井温度センサ５１と
床面温度センサ５２が検出した温度が予め設定された設定温度（例えば冬期で２０～２４
℃（湿度４０～６０％)、夏期で２５～２７℃（湿度５０～６０%））である場合は、空調
制御部１０は、冷暖房装置１１を稼働しないと判断する。冷暖房装置１１を稼働しないと
判断した空調制御部１０は、バルブ１２ｂを開放して室内５０の空気を排出させ、室内を
減圧状態に保つ。空調制御部１０は、冷暖房装置１１を稼働すると判断した場合、以下の
ステップＳ２に遷移する。
【００３３】
　＜ステップＳ２＞　前述したように排気ポンプ１２は加圧ポンプなので、加圧された空
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気は、噴霧ダクト２２を通過する。この空気に含まれる空気中の病原体は、次亜塩素酸噴
霧装置１７から噴霧される次亜塩素酸水によって不活化され、バルブ１３ａが開放してい
るため冷暖気タンク１３に送られる。
【００３４】
　＜ステップＳ３＞　空調制御部１０は、排気ポンプ１２に設けられた計量計の数値等を
参照し、冷暖気タンク１３とダクト２５（以下「CHTD１」と言う）に規定量の圧縮空気が
溜まったか否かを判断する。CHTD１に規定量の圧縮空気が溜まれば、空調制御部１０は、
バルブ１２ａ、バルブ１３ａ、バルブ１７ａを閉鎖し、バルブ１１ａを開放する。その後
、冷暖房装置１１が稼働しCHTD１の冷暖房が開始する。
【００３５】
　＜ステップＳ４＞　ステップＳ３の処理とほぼ同時に図１の右半分が稼働し始める。具
体的には、空調装置１は、バルブ１２ａ、バルブ１４ａ、バルブ１７ａを開放する。以下
に示すステップＳ５～Ｓ７の処理は、ステップＳ１からステップＳ３までとほぼ同じであ
る。
【００３６】
　＜ステップＳ５＞　空調制御部１０は、排気ポンプ１２を稼働する。室内５０の空気は
、排気ポンプ１２により天井近傍に配置されたグリル５５から排気ダクト２１を介して吸
い上げられる。
【００３７】
　このとき空調制御部１０は、天井温度センサ５１と床面温度センサ５２が検出した温度
に基づき、冷暖房装置１１を稼働するか否かを判断する。冷暖房装置１１を稼働しないと
判断した空調制御部１０は、バルブ１２ｂを開放して室内５０の空気を排出させ、室内を
減圧状態に保つ。空調制御部１０は、冷暖房装置１１を稼働すると判断した場合、以下の
ステップＳ６に遷移する。
【００３８】
　＜ステップＳ６＞　前述したように排気ポンプ１２は加圧ポンプなので、加圧された空
気は、噴霧ダクト２２を通過する。この空気に含まれる空気中の病原体は、次亜塩素酸噴
霧装置１７から噴霧される次亜塩素酸水によって不活化され、バルブ１４ａが開放してい
るため冷暖気タンク１４に送られる。
【００３９】
　＜ステップＳ７＞　空調制御部１０は、排気ポンプ１２に設けられた計量計の数値等を
参照し、冷暖気タンク１４とダクト２８（以下「CHTD２」と言う）に規定量の圧縮空気が
溜まったか否かを判断する。CHTD２に規定量の圧縮空気が溜まれば、空調制御部１０は、
バルブ１２ａ、バルブ１４ａ、バルブ１７ａを閉鎖し、バルブ１１ｂを開放する。その後
、冷暖房装置１１が稼働しCHTD２の冷暖房を開始する。
　ところで、CHTD１が規定の温度に達すれば空調制御部１０は、ステップＳ８以降の処理
を行う。
【００４０】
　＜ステップＳ８＞　CHTD１が規定の温度に達すれば空調制御部１０は、バルブ１１ａを
閉鎖する。また、冷暖房装置１１から冷暖気タンク１３に排出された空気が冷気なら、空
調制御部１０はバルブ１５ａを開放する。冷暖房装置１１から冷暖気タンク１３に排出さ
れた空気が暖気なら、空調制御部１０はバルブ１５ｂを開放する。
【００４１】
　排気装置１５は、冷気または暖気を室内５０に送る。同時に排気装置１５は、冷暖気量
も計測する。空調制御部１０は、排気装置１５の計測に基づき、室内の気圧が１気圧以下
の状態になるよう、排気ポンプ１２と排気装置１５の排気量を管理し続ける。
【００４２】
　ところで、空調制御部１０は、CHTD１の圧縮空気がなくなる前に、CHTD２に溜まった圧
縮空気が規定の温度に達するよう冷暖房装置１１を制御する。CHTD１の圧縮空気がなくな
りそうな場合、空調制御部１０は、ステップＳ９以降の処理を行う。
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　＜ステップＳ９＞
【００４３】
　空調制御部１０は、バルブ１１ｂを閉鎖する。冷暖房装置１１から冷暖気タンク１４に
排出された空気が冷気なら、空調制御部１０はバルブ１６ａを開放する。冷暖房装置１１
から冷暖気タンク１４に排出された空気が暖気なら、空調制御部１０はバルブ１６ｂを開
放する。また、空調制御部１０は、バルブ１２ａ、バルブ１３ａ、バルブ１７ａを開放す
る。これにより、室内５０から吸い出された空気が噴霧ダクト２２を通過する。この空気
に含まれる空気中の病原体は、次亜塩素酸噴霧装置１７から噴霧される次亜塩素酸水によ
って不活化され、バルブ１３ａが開放しているため冷暖気タンク１３に送られる。
【００４４】
　＜ステップＳ１０＞空調制御部１０は、CHTD２の圧縮空気がなくなる前に、CHTD１に溜
まった圧縮空気が規定の温度に達するよう冷暖房装置１１を制御する。このように、室内
５０の温度が設定温度に達するまで、空調制御部１０は、冷暖気タンク１３、１４に交互
に圧縮空気を溜め、温度管理を実行し、排気装置１５、１６を動作させて冷気ダクト２６
または暖気ダクト２７から排出するようステップＳ１～Ｓ９の動作を繰り返し実行する。
その後は室温が設定温度を上下するまでは、空調制御部１０は、排気ポンプ１２を稼働し
、バルブ１２ｂを開放する。これにより、室内５０から吸い上げた空気は室外に排出され
る。
【００４５】
　このように、空調制御部１０は、排気ポンプ１２、排気装置１５、１６、全バルブを管
理し、室内５０の気圧を常に１気圧以下の規定値に保ちながら、室内５０を冷暖房してい
くことは容易である。
　なお、冷暖気タンク１３、１４の少なくとも２つの冷暖気タンクがないと、室内５０を
常時減圧することは非常に困難である。
【００４６】
　冷暖気タンク１３内の空気が既に次亜塩素酸水で除菌され、かつ、十分に冷房／暖房さ
れていれば、その空気は排気装置１５により冷気ダクト２６または暖気ダクト２７を通り
室内５０に送られる状態になっている。
　一方冷暖気タンク１４へは室内５０の空気が排出され十分溜まっている。
【００４７】
　この状態でも常に、冷暖気タンク１３内の気圧＜冷暖気タンク１４内の気圧の不等号が
成立していないと、すなわち、冷暖気タンク１３内の気圧より冷暖気タンク１４内の気圧
が高くないと、室内５０を負圧に保つことはできない。
【００４８】
　また冷暖気タンク１３内の冷房／暖房された空気が室内５０に送られ冷暖気タンク１３
が空になると、今度は冷暖気タンク１３には室内５０から排気された空気が溜まることに
なる。室内５０から排出された空気は冷暖気タンク１３に十分溜まり終われば、次亜塩素
酸水で除菌が施され、冷暖房装置１１で冷房／暖房される。
　この状態では、冷暖気タンク１３内の気圧＞冷暖気タンク１４内の気圧の不等号が成立
している必要がある。以下同様に繰り返される。
【００４９】
　冷暖気タンク１３内の気圧＜冷暖気タンク１４内の気圧という状態と、冷暖気タンク１
３内の気圧＞冷暖気タンク１４内の気圧の２つの状態を維持するために、空調制御部１０
が前述した方法でバルブを制御すれば、それぞれの溜り室は高圧なので、減圧調整は可能
である。
【００５０】
　つまり冷暖気タンク１３、１４の少なくとも２つの冷暖気タンクを設け、空気が溜る室
を二重化することと、各冷暖気タンク１３、１４に対応する排気装置１５と排気装置１６
をそれぞれ設けて、それぞれにバルブ１５ａ、１５ｂ、バルブ１６ａ、１６ｂを設けた。
【００５１】
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　以上述べたように、空調装置１によれば、所定の空間５０内の空気を吸い出し空間５０
を負圧にする排気ポンプ１２と、排気ポンプ１２が吸い出した空気を貯留する冷暖気タン
ク１３と、冷暖気タンク１３に出し入れする空気の流量を調整するバルブ１１ａ、１３ａ
、１５ａ、１５ｂと、排気ポンプ１２から冷暖気タンク１３への空気の流入が制限されて
いるときに排気ポンプ１２が吸い出した空気を貯留する冷暖気タンク１４と、冷暖気タン
ク１４に出し入れする空気の流量を調整するバルブ１１ｂ、１４ａ、１６ａ、１６ｂと、
排気ポンプ１２から空気の流入が制限されている冷暖気タンク１３および冷暖気タンク１
４の温度を管理する冷暖房装置１１と、を備えるようにした。
　従って、従来の加圧式冷暖房を減圧式冷暖房に変えることで、三密の密閉・密集を回避
することができると考える。
　さらに室内から排気した空気に対し、冷暖房の前に次亜塩素酸水を微量噴霧することで
、病原体を不活化することができる。
【００５２】
　この空調装置１は、様々な室内に利用できる。単に住宅やビルディングに限られず、自
動車、バス、電車等の移動体等の閉鎖的空間の内部で活動する人間を含む生物に対し病原
体からの感染を低減させることができる。
【００５３】
　また従来の冷暖房機では難しかった室内の不均一な温度を、冷暖気循環式にすることに
より均一な温度にできるため、所謂「頭寒足熱」にしやすく、人間の身体への負担を軽く
することができる。
　なお、空調制御部１０が行った処理が、複数の装置によって分散処理されるようにして
もよい。
【００５４】
　以上、本発明の空調装置を、図示の実施の形態に基づいて説明したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、各部の構成は、同様の機能を有する任意の構成のものに置換す
ることができる。また、本発明に、他の任意の構成物や工程が付加されていてもよい。
【００５５】
　なお、上記の処理機能は、コンピュータによって実現することができる。その場合、空
調制御部１０が有する機能の処理内容を記述したプログラムが提供される。そのプログラ
ムをコンピュータで実行することにより、上記処理機能がコンピュータ上で実現される。
処理内容を記述したプログラムは、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録してお
くことができる。コンピュータで読み取り可能な記録媒体としては、磁気記憶装置、光デ
ィスク、光磁気記録媒体、半導体メモリ等が挙げられる。磁気記憶装置には、ハードディ
スクドライブ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、磁気テープ等が挙げられる。光ディスク
には、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ／ＲＷ等が挙げられる。光磁気記録媒体に
は、ＭＯ（Magneto-Optical disk）等が挙げられる。
【００５６】
　プログラムを流通させる場合には、例えば、そのプログラムが記録されたＤＶＤ、ＣＤ
－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体が販売される。また、プログラムをサーバコンピュータの記
憶装置に格納しておき、ネットワークを介して、サーバコンピュータから他のコンピュー
タにそのプログラムを転送することもできる。
【００５７】
　プログラムを実行するコンピュータは、例えば、可搬型記録媒体に記録されたプログラ
ムもしくはサーバコンピュータから転送されたプログラムを、自己の記憶装置に格納する
。そして、コンピュータは、自己の記憶装置からプログラムを読み取り、プログラムに従
った処理を実行する。なお、コンピュータは、可搬型記録媒体から直接プログラムを読み
取り、そのプログラムに従った処理を実行することもできる。また、コンピュータは、ネ
ットワークを介して接続されたサーバコンピュータからプログラムが転送される毎に、逐
次、受け取ったプログラムに従った処理を実行することもできる。
【００５８】
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　また、上記の処理機能の少なくとも一部を、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）、Ａ
ＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）、ＰＬＤ（Programmable Logic De
vice）等の電子回路で実現することもできる。
【符号の説明】
【００５９】
　１　空調装置
　１０　空調制御部
　１１　冷暖房装置
　１２　排気ポンプ
　１３、１４　冷暖気タンク
　１５、１６　排気装置
　１７　次亜塩素酸噴霧装置
　１１ａ、１１ｂ、１２ａ、１２ｂ、１３ａ、１４ａ、１５ａ、１５ｂ、１６ａ、１６ｂ
、１７ａ　バルブ
　２６　冷気ダクト
　２７　暖気ダクト
　５０　室内
　５１　天井温度センサ
　５２　床面温度センサ
　５３ａ、５３ｂ　天井近接壁吹出口
　５４ａ、５４ｂ　床面近接壁吹出口

【要約】
【課題】病原体を室外に排出しつつ、空調管理をする。
【解決手段】空調装置１は、所定の空間５０内の空気を吸い出し空間５０を負圧にする排
気ポンプ１２と、排気ポンプ１２が吸い出した空気を貯留する冷暖気タンク１３と、冷暖
気タンク１３に出し入れする空気の流量を調整するバルブ１１ａ、１３ａ、１５ａ、１５
ｂと、排気ポンプ１２から冷暖気タンク１３への空気の流入が制限されているときに排気
ポンプ１２が吸い出した空気を貯留する冷暖気タンク１４と、冷暖気タンク１４に出し入
れする空気の流量を調整するバルブ１１ｂ、１４ａ、１６ａ、１６ｂと、排気ポンプ１２
から空気の流入が制限されている冷暖気タンク１３および冷暖気タンク１４の温度を管理
する冷暖房装置１１と、を備える。
【選択図】図１
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